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 「温かくて良い笑顔だな。」

天草病院に転院してきて、看護師さんや療法

士さん等から感じた印象です。救急病院の看

護師さんの中には、次々と運び込まれる患者

に対応するため、一人一人と向き合う時間が

とれないと嘆いている方もいました。天草病

院のスタッフは、笑顔で患者に接しながらア

ットホームな雰囲気をかもしだし、一人一人

に寄り添って下さいました。おかげで私たち

は温かい雰囲気の中で安心して治療・リハビ

リに励むことができました。

　病院を訪れる患者は、身体だけでなく心に

も大きな傷を負っています。私も一瞬の事故

で体の自由を失い、また継続して襲いくる痛

みに悩まされながら日々を過ごしています。

「あの一瞬がなければ」との後悔と共に、未

来に対する不安も抱えています。だからこそ、

スタッフの皆さんの温かい笑顔は前を向き、

できることから始めようという勇気や活力と

なりました。特にリハビリ担当のOTや自主ト

レとして取り組んだ25㎞に及ぶジョギングに

笑顔でつきあって下さったPT、また夕食後の

入院仲間との談笑時に毎回コーヒーを入れて

下さった看護師の皆さんには、心から感謝し

ています。ありがとうございました。

　退院後、すぐに職場復帰することもでき、

現在は仲間と共に楽しく職務に取り組んでい

ます。当たり前のことができるということは、

本当に素晴らしいことであり、ありがたいこ

とだと実感する毎日です。不安や不自由はあ

りますが皆さんから頂いた笑顔を忘れず、私

自身も笑顔で人を励まし勇気づけられる人と

なれるよう、上を向いて歩んでいきたいと思

います。　　　 (投稿日 平成29年５月29日)

　私は平成28年８月23日、右脳被殻出血で済

生会栗橋病院を経てここ天草病院に９月16日

に入院しました。左の手足は動きません。リ

ハビリ中です。話しは変わりますが、一昨年

「グラビティーゼロ」と云う映画がアカデミ

ー賞作品賞にノミネートされ話題になりまし

た。地球に帰還中にトラブルに巻き込まれる

話です。ところで、宇宙飛行士も帰還後直ぐ

には歩けないそうです。地上のスタッフに抱

えられている映像を見かけます。また、立花

隆氏によると宇宙飛行士の多くは宇宙を体験

した事により人生観が変わり帰還後、牧師や

宗教家に転向していると云う。今の私も宇宙

飛行士みたいなものかもしれない。左の手足

が動かせず、仕事復帰が叶うかどうかも判ら

ない今の状態を思い悩んでいる。８月23日の

時点で亡くなっていたかも知れない。人生観

も変わりました。曾野綾子氏はしばしば作品

の中で、“神に生かされている”と云う言葉

を述べられます。当時は「神に生かされる」

とはどう云う意味なのか分からなかった。そ

もそも、神の存在自体を信じてはいなかった。

しかし、今ではその意味する所が良く理解で

きる。今の私は「グラビティーゼロの世界」

からの帰還を目指している者と云うところで

しょうか。先日、家内との共通の友人がお見

舞に来て下さり、次の言葉を言って励まして

くれました｡“練習は決して嘘をつかない”

グラビティーゼロの世界からの生還を目指し

ている者にはふさわしい励ましの言葉です。

「笑顔を忘れず､上を向いて!」
春日部市　矢野　聖也

「グラビティーゼロの
　　　世界からの生還」

杉戸町　水谷　淳
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無事生還できるその日まで。

(投稿日 平成29年１月31日)

　自宅にて介護していた高齢で認知症もある

母が１月末に自宅で転倒し、左大腿骨頚部骨

折になりました。毎日「ケガをしたら病院か

ら帰れなくなるから気を付けてね！」と注意

していたが夜中に私を気遣い、一人でトイレ

へ行こうとして転倒しました。私も毎日の介

護で、フッと深い眠りについてしまったよう

で目覚めなかったことに深い後悔をしました。

　無事に手術は出来たものの、もう自宅での

生活は無理かとがっかりしました。私たち家

族は早くに父を亡くし、母が私たち姉弟３人

を愛情込めて育ててくれました。その分、皆

母への愛情も強く出来る限り自宅で介護がで

きるよう望んでいました。実は母が天草病院

にお世話になるのは今回で３回目。１度目は

９年前のクモ膜下出血後のリハビリでした。

この時は、まだまだリハビリどころではない

と思えるような状態で天草病院へ転院し、ど

んなリハビリが出来るのかと不安でした。し

かし、天草病院でお世話になり日々のリハビ

リを見ていると色々な方法や本当に細やかな

対応。問題があった時はそれに対する方法を

しっかり考えて下さり本当に驚きました。無

論、看護師さんや介護士さんの毎日明るく細

やかな患者さんへの接し方にも頭が下がりま

した。急性期病院を退院する時には「自宅へ

戻れても寝たきり状態に近いかもしれません｣

と言われていたのに、天草病院を退院する時

には、杖を使い歩くこともでき、食事も自分

で箸を使い食べ、会話もだいぶ出来るまで回

復しました。そう言うこともあり私たち家族

にとって天草病院に対する信頼は厚く、４年

前に右大腿骨頚部骨折をした時も手術後は絶

対に天草病院でお願いしたいと相談員さんに

懇願しました。２度目は初めての骨折で認知

症も発症していたので、どこまで回復できる

か心配していましたが、またもや骨折前近く

まで回復しました。そして３度目となる今回

の骨折。認知症も進んでおり、天草病院で受

けて頂けるかが一番心配でしたが、無事お世

話になれることとなり、家族は心から喜びま

した。しかし、今回の入院は今迄と違い、リ

ハビリだけでなく、認知症の方で皆さんに迷

惑を掛けしてしまわないかと、家族としては

日々胃の痛くなる思いでした。母は感情のコ

ントロールが上手くできず、嬉しくても哀し

くても大きな声が出てしまい怒りっぽくもあ

りました。スタッフの方々は、それらの特徴

をしっかり受けとめ、どのリハビリの先生方

も母に合った方法を考えてくれました。歌が

好きな母にカラオケのリハビリを入れてくれ

たり、先生の説明を聞き納得すれば母はしっ

かり頑張ることを先生は理解し、指導してく

れました。家族が何より心配していた皆さん

に迷惑を掛けるという気持ちにスタッフの

方々が「大丈夫ですよ」と言って下さり家族

の気持ちも楽になりました。年老いた家族を

お願いする者としては、本当に申し訳ないと

いう思いでいます。

　現在、無事退院し、念願だった自宅での生

活を送っています。多くの方からよく自宅へ

戻って来られたとお褒めの言葉を頂き、皆で

喜んでいます。自宅へ帰れた母は喜びからか

骨折前より元気になり、何事にも積極的で明

るくお喋りで「お母さんは一生懸命生きてる

の」と言っています。認知症も少々改善され

たかのようです。天草病院にお世話になれ心

から感謝いたします。本当にありがとうござ

いました。　　 (投稿日 平成29年６月７日)

「母と天草病院」
幸手市　木村　美枝子
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編　集　手　帳
拳10月とは思えない寒い日が続き､また､寒暖

の差も激しく、体調を崩されている方もおら

れるのではないかと心配です。くれぐれも健

康維持に心掛けて頂きたいと思います。

拳日本の未来がどうなるのかを占う重要な衆

院選挙の結果が出ました。結論から申します

と、日本の未来は「自立と誇り」が約束され

たと言っても過言ではない結果でした。自公

政権が維持され現実路線を更に充実発展させ

国民の命と財産を守り生活を豊かにする諸政

策が遂行されていくことでしょう。夢は夢で

も財源等の裏付けがない現実離れしたものは

妄想と言うしかないからです。また、妄想は

日本を崩壊させる危険性をはらんでいます。

拳日米安保廃止、自衛隊廃止、結果的には日

本経済を牽引する大企業の撲滅等々を政策に

掲げ、一党独裁国家樹立を目指す共産党の全

面的なバックアップを受けた左翼政党と言わ

ざるを得ない立憲民主党が議席数を大幅に増

やしたものの国を動かすだけの力を持ち得な

かったことは幸いでした。日本の左翼政党は

中国や北朝鮮などの共産主義国に甘く、何か

と言えば「対話､対話」と唱えます｡「対話」

で全てのことが片付くなら、こんな楽で幸せ

はありません。しかし、現実は世界各地で内

戦やテロが勃発しています。左翼の彼らは本

当に「対話」で世界平和が訪れると考えてい

るのでしょうか。私にはそうは思えません。

彼らの本心は「社会主義・共産主義に近い形

の国＝日本」の実現を夢見ているのではない

かと勘ぐりたくもなります。

拳戦後、日本は平和を満喫して来ました。憲

法９条が存在したからでしょうか。違います｡

日米安保条約や自衛隊のお陰です。そこを履

き違えたら議論になりません。因に､私は「保

守リベラル」を自認しております。我が国で

左翼勢力を「リベラル」と言うのは的外れで

す。確かに「リベラル」は、衣の下の鎧を隠

すには便利な言葉です。

　　 　　　　　　　　（理事長 天草大陸）

　この作品は、秋をテーマに患者様が作成し、ご家族に飾り付けをしていただいたも

のになります。病棟のデイルームにあり患者さんや面会に来られたご家族、病棟スタ

ッフはいつも鑑賞し季節の移り変わりを楽しんでいます。ご面会に来られた際には是

非ご覧下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ｂ病棟スタッフ一同)

表 紙 の こ と ば

　患者さんが病院を評価するには、

その病院自身の｢自己紹介｣も参考に

なりますが、第三者の評価も重要で

す。当院では「病院機能評価機構」

と「ＩＳＯ」の認証を取得してます。

　なお、老人保健施設でも「ＩＳＯ」

の認定を受けています。

当法人施設が取得する第三者評価認証当法人施設が取得する第三者評価認証


